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総額 ６９億９,２００万円 一般会計 １２８億９７０万円 
町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

　
平
成
２４
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
６９
億
９
２
０
０
万
円
（
前
年
度
比

７
・
５
％
減
）
総
額
１
２
８
億
９
７
０
万
円
（
６
・
５
％
減
）
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年
で
す
。
こ
の
震
災
で
は
、
福
島

原
発
事
故
が
重
な
っ
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災
害

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
危
機

が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
政
治
・
経
済
の
状
況
下
で
、

国
会
で
は
、
大
震
災
復
旧
・
復
興
の

取
り
組
み
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
、
沖
縄
の

米
軍
基
地
問
題
が
大
き
く
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
体
と
し
て
、
こ
う
し
た

状
況
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
視
点
と
し

て
、
科
学
の
目
を
持
つ
こ
と
、
視
野

を
広
げ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目
を
持
つ
こ

と
、
地
産
地
消
の
目
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
科
学
の
目
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

は
、
原
発
事
故
後
、
特
に
重
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
原
発
の
情
報
が

次
々
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
情
報
を
受
け
る
時
に
は
慎

重
に
、
手
の
届
く
範
囲
で
は
、
事
実

に
も
と
づ
い
て
判
断
し
、
正
確
な
情

報
の
発
表
を
心
掛
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
視
野
を
広
げ
る
こ
と
は
、
情
報
、

通
信
手
段
が
発
達
し
た
今
日
に
あ
っ

て
大
変
大
切
な
こ
と
で
す
。
ア
フ
リ

カ
や
中
東
で
は
、
長
く
続
い
た
独
裁

政
治
へ
の
重
圧
を
は
ね
の
け
民
主
化

の
う
ね
り
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ギ

リ
シ
ャ
の
経
済
危
機
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
域
に
波
及
し
、
今
や
全
世
界
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
地
産
地
消
の
目
は
、
足
も
と
を
し

っ
か
り
と
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
福
崎
町
の
人
、
組
織
、

も
の
に
目
を
注
ぎ
、
再
評
価
し
、
活

用
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
の
原
点
「
公
共
の
秩
序

を
維
持
し
、
住
民
及
び
滞
在
者
の
安

全
、
健
康
及
び
福
祉
を
保
持
す
る
こ

と
」
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
を
し

ま
し
た
が
、
国
会
で
は
、
財
政
再
建

の
た
め
に
消
費
税
を
引
き
上
げ
社
会

保
障
は
削
ろ
う
と
す
る
動
き
が
活
発

で
す
。
国
県
町
の
予
算
も
そ
う
し
た

制
約
の
中
で
編
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
税
を
ど
の
よ
う
に

集
め
、
集
め
た
税
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
は
、
大
い
に
論
議
し
て
決
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
私
は
、
税
の
原
則
と
言
わ
れ
る
①

申
告
納
税
制
②
生
活
費
非
課
税
③
高

度
累
進
課
税
の
原
則
を
守
り
、
公
平

性
を
高
め
応
能
負
担
を
原
則
と
す
る

な
ら
、
税
収
は
も
っ
と
大
き
く
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
税
の
使
い
方

に
お
い
て
も
、
不
要
不
急
の
予
算
を

削
っ
て
社
会
保
障
に
ま
わ
せ
ば
、
財

政
再
建
と
社
会
保
障
の
両
方
と
も
が

よ
り
よ
く
進
行
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
予
算
編
成
で
、
国
保
、
介
護
、
後

期
高
齢
特
別
会
計
に
お
い
て
税
率
や

料
金
の
引
き
上
げ
を
提
案
し
て
い
ま

す
が
、
住
民
の
皆
様
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
あ
り
、
私
自
身
は
残
念
で

あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
多
額
の

繰
入
も
考
え
ま
し
た
が
、
医
療
費
の

増
高
、
収
入
の
減
額
に
見
合
う
全
て

を
繰
入
れ
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。 

　
本
年
度
は
福
崎
町
第
四
次
総
合
計

画
の
９
年
目
の
年
で
す
。
こ
の
計
画

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
３
つ
の
目
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。 

   

議
会
事
務
局 

・
議
会
録
画
映
像
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
開 

総
務
課 

・
女
性
委
員
会
の
継
続
設
置 

・
人
事
評
価
の
取
り
組
み
の
推
進 

・
県
と
の
人
事
交
流
等
、
研
修
の
充
実 

企
画
財
政
課 

・
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
や
ア
ド
プ

ト
事
業
な
ど
参
画
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進 

・
自
治
基
本
条
例
の
検
討 

税
務
課 

・
債
権
管
理
条
例
に
よ
る
適
正
な
滞

納
対
策
の
推
進 

・
前
納
報
奨
金
制
度
の
見
直
し 

住
民
生
活
課 

・
住
民
基
本
台
帳
の
外
国
人
住
民
対
応 

・
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
創
設 

・
町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
対
策
の
推
進 

・
防
災
資
機
材
の
充
実
と
自
主
防
災

組
織
の
育
成
強
化 

健
康
福
祉
課 

・
中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
・
入
院

医
療
費
無
料
化
の
継
続 

・
巡
回
バ
ス
の
定
時
定
路
線
運
行
と

デ
マ
ン
ド
運
行
を
あ
わ
せ
た
再
編

運
行
の
実
施 

・
食
育
推
進
計
画
に
も
と
づ
く
地
産

地
消
に
よ
る
食
育
の
推
進 

・
子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
全
額
公
費
負
担
の
継
続 

・
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
す
る
一

般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
の
強
化 

・
介
護
保
険
事
業
の
第
５
期
計
画
に

も
と
づ
く
保
険
料
の
改
定 

産
業
課 

・
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
継

続 

・
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

に
よ
る
農
地
集
積
化
促
進 

・
県
営
西
治
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の

推
進 

・
町
営
倉
谷
下
池
の
整
備 

・
山
林
の
地
籍
調
査
事
業
の
推
進 

・
産
業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業
の
継

続 

ま
ち
づ
く
り
課 

・
中
島
井
ノ
口
線
、
高
橋
山
崎
線
な

ど
幹
線
道
路
の
整
備 

・
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
実
施 

・
福
崎
駅
前
広
場
及
び
県
道
甘
地
福

崎
線
の
整
備
計
画
検
討 

・
辻
川
地
区
の
舗
装
美
装
化 

・
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
検
討 

・
住
宅
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助
金

の
継
続 

下
水
道
課 

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
理
施
設

（
第
２
系
列
）
の
整
備 

・
西
光
寺
地
区
の
面
整
備 

・
川
端
雨
水
幹
線
及
び
川
す
そ
雨
水

幹
線
の
整
備 

水
道
課 

・
下
水
道
工
事
に
併
行
し
た
配
水
管

の
整
備 

・
浄
水
高
度
処
理
の
推
進 

・
山
崎
配
水
池
進
入
路
道
路
（
２
期

工
事
）
の
実
施 

「
活
力
に
あ
ふ
れ
　

風
格
の
あ
る
　

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て 

主
な
重
点
施
策 



３ 

●平成２４年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

●平成２４年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

合　　　計 

本年度 

6,992,000 

2,001,000 

220,800 

1,335,000 

254,400 

1,346,100 

638,800 

21,600 

12,809,700

前年度 

7,563,000 

1,903,500 

209,700 

1,254,600 

255,300 

1,844,400 

650,975 

24,272 

13,705,747

金　額 

△571,000 

97,500 

11,100 

80,400 

△900 

△498,300 

△12,175 

△2,672 

△896,047

前年比 

△7.5 

5.1 

5.3 

6.4 

△0.4 

△27.0 

△1.9 

△11.0 

△6.5

予　算　額 比　　　較 

●平成２４年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

予 備 費  

3,071,500 

81,000 

6,400 

5,800 

2,000 

230,000 

20,000 

25,000 

6,000 

1,040,000 

4,100 

288,301 

94,687 

451,377 

520,463 

4,384 

2,501 

66,447 

60,000 

374,840 

637,200 

6,992,000

3,094,300 

80,700 

6,600 

3,900 

1,600 

220,000 

26,000 

28,500 

29,200 

1,010,000 

4,400 

265,665 

102,317 

628,606 

498,797 

33,532 

2,501 

85,729 

60,000 

369,753 

1,010,900 

7,563,000

△0.7 

0.4 

△3.0 

48.7 

25.0 

4.5 

△23.1 

△12.3 

△79.5 

3.0 

△6.8 

8.5 

△7.5 

△28.2 

4.3 

△86.9 

0.0 

△22.5 

0.0 

1.4 

△37.0 

△7.5

43.9 

1.2 

0.1 

0.1 

0.0 

3.3 

0.3 

0.3 

0.1 

14.9 

0.1 

4.1 

1.4 

6.4 

7.4 

0.1 

0.0 

0.9 

0.9 

5.4 

9.1 

100

40.9 

1.1 

0.1 

0.1 

0.0 

2.9 

0.3 

0.4 

0.4 

13.4 

0.1 

3.5 

1.3 

8.3 

6.6 

0.4 

0.0 

1.1 

0.8 

4.9 

13.4 

100

132,675 

647,898 

2,135,631 

543,540 

425,372 

281,581 

758,070 

276,808 

814,525 

93,000 

880,900 

2,000 

6,992,000

141,602 

661,071 

2,699,647 

603,751 

426,566 

305,130 

769,527 

282,613 

797,912 

0 

873,181 

2,000 

7,563,000

△6.3 

△2.0 

△20.9 

△10.0 

△0.3 

△7.7 

△1.5 

△2.1 

2.1 

皆増 

0.9 

0.0 

△7.5

1.9 

9.3 

30.6 

7.8 

6.1 

4.0 

10.8 

4.0 

11.6 

1.3 

12.6 

0.0 

100.0

1.9 

8.7 

35.7 

8.0 

5.6 

4.0 

10.2 

3.7 

10.6 

0.0 

11.6 

0.0 

100.0

歳 入 合 計 

歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

●私たちに使われる町のお金（１人当たり）● 
※2月29日現在の人口19,663人で355,592円 

●私たちが負担する税（１人当たり）● 
※2月29日現在の人口19,663人で156,207円 

●基金積立金現在高● 
平成24年度末残高見込 

一 般 会 計　　20億9,100万円（１人当たり約106,651円） 
特 別 会 計　　　3億5,200万円（１人当たり約　17,954円） 
合　　　　計　　24億4,300万円（１人当たり約124,605円） 

H20

613

1,859

H21

552

1,870

H22

473

2,150

H23（見込） 

389

2,150

H24（見込） 

352

2,091

百万円 

特別会計分 

一般会計分 

●地方債現在高● 
平成24年度末残高見込 

一 般 会 計　　　94億　100万円（１人当たり約　478,000円） 
公営企業会計　　119億3,900万円（１人当たり約　607,000円） 
合　　　　計　　213億4,000万円（１人当たり約1,085,000円） 

H20 H21 H22 H23（見込） H24（見込） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 

10,412

9,640

10,839

9,556

11,339

9,359

11,763

9,523

11,939

9,401

学
校
教
育
課 

・
田
原
幼
児
園
の
開
園 

・
八
千
種
幼
児
園
実
施
設
計 

・
田
原
・
八
千
種
校
区
対
象
の
学
童

保
育
園
整
備 

・
東
部
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開

設
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実 

・
児
童
生
徒
の
国
際
理
解
教
育
と
小

学
校
の
英
語
活
動
の
推
進 

・
食
育
推
進
計
画
に
も
と
づ
く
食
育

の
推
進
と
安
全
で
安
心
な
学
校
給

食
の
提
供 

社
会
教
育
課 

・
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
保
存
修
理

事
業
継
続 

・
柳
田
國
男
の
顕
彰
事
業
推
進 

・
図
書
館
の
蔵
書
充
実
及
び
土
日
祝
日

の
閉
館
時
間
を
午
後
６
時
に
延
長 

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
継
続 

議会費　6,747円 

衛生費 
　27,643円 

総務費　32,950円 

民生費 
108,612円 

予備費　102円 
公債費　44,800円 

教育費　41,424円 

災害復旧費　4,730円 

農林水産業費 
　21,633円 

商工費　14,320円 

土木費　38,553円 

消防費 
14,078円 

その他 0％　15円 
軽自動車税 1.4％　2,121円 

たばこ税 4.7％　7,394円 

固定資産税 53.6％ 
83,670円 

　　町民税 40.3％ 
　　　63,007円 
うち個人分 26.9％　 

42,089円　 



　３月４日、「平成２３年度福崎町スポーツ功績賞・文化功績賞・吉識雅夫科学賞」の表彰
式が行われました。（受賞者は下表のとおり。順不同。敬称略。） 
　受賞者のみなさん、おめでとうございます。 

（社会教育課） 

４ 

【スポーツ功績賞】 
番号 

１ 

２ 
 

３
 
４ 

５ 
 

６ 

成績 

出場 

優勝 
文部科学大臣賞 

出場 

出場 

５位 
 

銀メダル 

氏　名 

小西　風羽 

石山　　歩 
 

牛尾　祐貴 

岡本　開登 

松岡　絵里 
 

藤原のどか 

所　　属 

高岡小学校（２年生） 

福崎東中学校（３年生） 
 

福崎東中学校（３年生） 

福崎東中学校（３年生） 

姫路商業高等学校 
（2年生） 

近畿医療福祉大学（1年生） 

氏　名 

岡本　智央 

所　　属 

福崎東中学校（３年生） 

分　　野 

人権尊重思想の啓発活動 

内　　　　容 

第３１回全国中学生人権作文コンテスト 
兵庫県大会最優秀賞受賞 

【吉識雅夫科学賞】 
部　　門 

中学生の部 

小学生低中学年の部 

小学生高学年の部 

氏　名 

西井　俊裕 

高坂　実由 

藤後　結衣 

所　　属 

福崎東中学校（１年生） 

八千種小学校（４年生） 

福崎小学校（６年生） 

内　　　　容 

炎色反応について 

エコ生活 

さびの研究 

内　　　　容 

第１１回全日本少年少女空手選手権大会 

第３８回全日本中学校陸上競技選手権大会 
 

第１０回日本バドミントン・ジュニアグランプリ２０１１ 

第５１回全国中学校水泳競技大会 

平成２３年度全国高等学校総合体育大会 
（第６４回全国高等学校陸上競技対校選手権大会） 

２０１１年アジアベンチプレス選手権大会 

種　　　　目 

小学２年生女子組手競技 

砲丸投 
 

団体戦・中学生ダブルスの部 

男子１５００ｍ自由形 

女子七種競技 
 

ジュニア女子５７ｋｇ級 

福崎町民または出身者及び町内に所在する団体で、特に優秀な成績をおさ 
めた個人や団体 

【文化功績賞】 文化的活動や発展に功績があった個人や団体 

町立学校で自然科学分野において優れた研究、観察などを行った児童生徒 

第30回福崎町美術展開催 第30回福崎町美術展開催 
●会　期：５月１８日（金）～２０日（日） 
　　　　　９：００～１７：００（２０日は１５：００まで） 
●会　場：エルデホール 

　日本画、洋画、書、写真、
彫塑工芸５部門の公募作品な
どを展示します。 
　多数のご来場をお待ちして
います。 

（文化センター） 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 

　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 

　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 

　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 

　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23



規模：【建築面積】２,４３７.５０㎡（新築部分１,７１０.９１㎡） 

　　　【延床面積】２,３５０.５１㎡（新築部分１,７０１.７６㎡） 

構造：鉄筋コンクリート造 

建設工事費：約３億２,９８０万円 

設計・監理：㈱小西建築設計事務所 

施工：㈱北村工務店 

　平成２３年７月から建設を進めていた田原幼児園が

完成し、福崎町で２園目となる幼保一体化施設とし

て開園しました。 

　田原保育所の老朽化による建替とともに、田原幼

稚園の隣に建設し、幼稚園と保育所を一体的に運営

していきます。 

　新築部分には、乳児から４歳児までの保育室や遊

戯室、職員室などを配置しています。既存部分も含

めて全室に空調設備を導入し、さらに太陽光発電を

採用して環境に配慮した施設としました。 

　また、乳児室と１歳児室、２歳児室に床暖房シス

テムを採用するとともに、保育室や遊戯室、廊下な

どに県産木材を使用し、園児たちが木のぬくもりを

感じながら快適に過ごせるように配慮しました。 

　建設にあたり、地元の方々をはじめ関係各位のご

理解とご協力を賜りましたことに厚くお礼申し上げ

ます。　　　　　　　　　　　　　　（学校教育課） 

田原幼児園が完成しました！ 田原幼児園が完成しました！ 田原幼児園が完成しました！ 

５ 

田原幼児園の概要 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　２月１８日、兵庫県公館で「平

成２３年度お米と健康のつどい」

が開催されました。「おいし

いごはんを食べよう県民運動」

の取り組みとして、県内から 

１３,２４０点の応募があった「ご

はん食推進標語」の表彰式が

行われ、福崎小学校４年生の

中本百音さんが優秀賞を受賞

されました。おめでとうございます。 

ごはん食推進標語　優秀賞受賞 
｢食べようよ　おいしいごはんで　元気いっぱい｣ 

福崎小学校　中本百音さん 

　毎日を元気に過ごすためには、適切な運動、調和
のとれた食事、十分な睡眠が大切です。 
　福崎町では「早寝・早起き・“朝ごはん”を食べよう」
運動を推進しています。 
　望ましい生活リズムの向上に努めましょう。 

「早寝・早起き・“朝ごはん”を食べよう！」を合言葉に・・・ 

町のホームページに食育コーナーができましたのでご覧ください。 

4月から手当の支給額が　　 
　　　　　　変更になります 
4月から手当の支給額が　　 
　　　　　　変更になります 

児童扶養手当・特別児童扶養手当 児童扶養手当・特別児童扶養手当 児童扶養手当・特別児童扶養手当 
【児童扶養手当】 
  　　　　　　　　（現行）　　　（変更後） 
　全部支給　月額　４１，５５０円　→　４１，４３０円 
　一部支給　月額　４１，５４０円　→　４１，４２０円 
　　　　　　　　　～９，８１０円　　　～９，７８０円  
【特別児童扶養手当】 
  　　　　　　　　（現行）　　　（変更後） 
　　１級　　月額　５０，５５０円　→　５０，４００円 
　　２級　　月額　３３，６７０円　→　３３，５７０円  
※８月の支給（平成２４年４月～７月分）から変更
となります。 

（住民生活課） 

特別障害者手当・障害児福祉手当 特別障害者手当・障害児福祉手当 特別障害者手当・障害児福祉手当 
【特別障害者手当】 
  　　　　　　　（現行）　　　（変更後） 
　　　　　月額　２６，３４０円　→　２６，２６０円  
【障害児福祉手当】 
  　　　　　　　（現行）　　　（変更後） 
　　　　　月額　１４，３３０円　→　１４，２８０円  
※５月の支給（平成２４年２月～４月分）から変更
となります。 

（健康福祉課） 



福崎町 

　
私
は
、
修
学
旅
行
で
「
沖
縄
」

に
行
く
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
大

切
な
こ
と
」
を
ふ
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
私
は
こ
れ
ま
で
「
沖
縄
」
に
対

し
て
、「
海
が
き
れ
い
で
暖
か
い
」

と
い
っ
た
美
し
い
観
光
地
の
イ
メ

ー
ジ
し
か
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
の
修
学
旅
行
に
関

し
て
、
初
め
の
頃
は
勉
強
で
は
な

く
遊
び
に
行
く
よ
う
な
気
持
ち
が

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
習
を
進
め
て
い
く
中

で
、
「
沖
縄
」
に
壮
絶
な
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
社
会
で
「
沖
縄
戦
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
私
は
最
初
、

「
沖
縄
戦
」
っ
て
何
？
な
ど
と
の

ん
気
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
授
業
を
受
け
て
い
る
と
、

驚
き
の
連
続
で
し
た
。 

　
「
沖
縄
」
は
、
日
本
で
唯
一
地

上
戦
が
行
わ
れ
た
場
所
で
し
た
。

戦
況
が
苦
し
く
な
っ
て
か
ら
は
、

５
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
か
ら
、
７０

歳
ぐ
ら
い
の
老
人
、
女
性
ま
で
も

が
戦
争
に
か
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
残
さ
れ
た
人
々
は
、
真

っ
暗
な
「
が
ま
」
と
い
う
洞
窟
の

中
で
、
静
か
に
身
を
潜
め
て
一
日

で
も
早
く
戦
争
が
終
わ
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
家
族
の
無
事
を
祈

り
な
が
ら
、
必
死
に
生
き
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
「
自
分
た

ち
を
守
っ
て
く
れ
る
」
と
信
頼
し

て
い
た
日
本
軍
に
、
最
後
は
「
自

決
」を
強
要
さ
れ
ま
し
た
。「
自
決
」

と
は
、「
自
分
で
死
を
選
ぶ
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
必
ず
元
の
平
和
な

生
活
が
戻
っ
て
く
る
と
信
じ
、
怖

く
て
辛
く
て
哀
し
い
日
々
を
一
生

懸
命
生
き
抜
い
て
き
た
の
に
、
沖

縄
の
人
々
に
は
、
結
局
「
死
」
と

い
う
選
択
肢
し
か
残
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
う
思
う
と
、
何
も
言

葉
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。 

　
社
会
の
授
業
以
外
に
も
、
道
徳

や
総
合
の
時
間
に
、
ビ
デ
オ
で
戦

争
を
体
験
さ
れ
た
方
や
、
そ
の
家

族
の
方
が
語
る
戦
争
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
話
の
中
で
、
私
に

は
一
つ
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
女
性

の
言
葉
で
す
。 

　
「
私
は
、
戦
争
で
悲
し
い
こ
と

も
苦
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
体
験

し
ま
し
た
。
で
も
、
同
時
に
、
人

が
人
を
大
切
に
す
る
心
、
人
を
思

い
や
る
心
に
も
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
」 

　
私
は
「
な
ぜ
悲
し
く
苦
し
い
体

験
か
ら
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

に
気
付
か
れ
た
の
か
？
」
と
疑
問

に
思
い
な
が
ら
、
女
性
の
話
に
耳

を
傾
け
続
け
ま
し
た
。
そ
の
女
性

が
体
験
し
た
出
来
事
と
は
こ
う
で

す
。 

　
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
た
彼
女
は
、

砲
弾
の
飛
び
交
う
中
、
長
時
間
歩

き
続
け
、
よ
う
や
く
「
が
ま
」
を

見
つ
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
が

ま
」
の
中
は
す
で
に
大
勢
の
人
で

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
中
に
い
た
人
た
ち
は
、

「
帰
れ
」
と
ば
か
り
の
視
線
を
、

女
性
と
子
ど
も
に
投
げ
た
の
で
す
。

よ
う
や
く
見
つ
け
た
「
が
ま
」
な

の
に
、
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
道
を

ま
た
歩
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
と
い
う
絶
望
感
で
、
彼

女
は
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
あ
る
男
性
が
立
ち
あ
が
り
、 

　
「
ど
う
ぞ
、
中
に
入
っ
て
く
だ

さ
い
。
」 

と
言
い
残
し
、
「
が
ま
」
を
去
っ

た
の
で
す
。
自
分
の
命
を
犠
牲
に

し
て
。 

　
悲
し
み
や
苦
し
み
と
い
う
極
限

状
況
の
中
で
、
人
を
思
い
や
る
心

を
受
け
取
っ
た
人
は
、
決
し
て
そ

の
心
を
忘
れ
な
い
。 

　
女
性
の
体
験
談
を
聞
い
て
、
私

は
ふ
と
自
分
が
小
学
生
だ
っ
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
は
当
時
、
背
中
の
手
術
を
す
る

た
め
に
、
一
人
、
家
か
ら
遠
く
離

れ
た
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。

周
り
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。
寂

し
さ
と
不
安
で
、
私
は
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
私
を
救
っ
て
く
れ

た
の
が
、
毎
日
の
よ
う
に
届
い
た

友
だ
ち
か
ら
の
励
ま
し
の
手
紙
で

し
た
。
あ
の
と
き
の
私
は
、
そ
れ

を
読
む
こ
と
が
唯
一
の
楽
し
み
で

し
た
。
手
術
が
終
わ
っ
た
後
に
も
、

ク
ラ
ス
全
員
が
私
の
た
め
に
寄
せ

書
き
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
は
、
手

術
の
痛
み
な
ん
て
忘
れ
て
し
ま
う

く
ら
い
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
あ

の
と
き
、
私
が
思
っ
た
こ
と
。
そ

れ
は
「
今
度
誰
か
が
苦
し
い
と
き
、

寂
し
い
と
き
は
、
絶
対
に
私
が
力

に
な
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
辛
い
と
き
こ
そ
、
人
は
人
を
大

切
に
し
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

に
気
付
か
さ
れ
る
。
女
性
の
体
験

談
と
、
自
分
の
体
験
談
と
重
ね
合

わ
せ
て
み
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
改

め
て
私
は
思
い
ま
し
た
。 

　
今
の
私
は
、
ま
だ
ま
だ
周
り
の

人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
ば
か

り
で
す
。
そ
れ
で
も
、
私
は
ぜ
ひ
、

今
ま
で
私
を
助
け
て
く
れ
た
み
ん

な
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
た

い
。
そ
し
て
、
「
が
ま
」
で
女
性

を
助
け
た
あ
の
男
性
の
よ
う
に
、

私
の
心
を
救
っ
て
く
れ
た
友
だ
ち

の
よ
う
に
、
い
つ
か
「
誰
か
の
た

め
に
」
行
動
で
き
る
人
間
に
な
り

た
い
。
そ
う
思
い
ま
す
。 

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
「
沖
縄
戦
」

を
学
習
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

私
は
こ
ん
な
大
切
な
こ
と
を
ふ
り

返
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
人
が
人
を
大
切
に
す
る
。

人
を
思
い
や
る
心
。
慌
た
だ
し
く

毎
日
を
送
っ
て
い
る
と
つ
い
忘
れ

て
し
ま
い
が
ち
な
心
。
こ
れ
は
、

受
け
取
っ
た
者
た
ち
が
次
へ
と
引

き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
大
切
な
こ
と
」
な
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。 

大
切
な
こ
と 

福
崎
東
中
学
校
３
年（
当
時
） 

岡
本
智
央 

友
だ
ち
の
　
優
し
さ
笑
顔
で 

　
ま
た
が
ん
ば
れ
る 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

浦
上
瑞
季 

け
ん
か
や
め
れ
ば 

　
す
ぐ
に
仲
よ
し 

高
岡
小
学
校
３
年（
当
時
）　 

神
月
直
央
登 

あ
り
が
と
う 

　
気
持
ち
と
気
持
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

八
千
種
小
学
校
４
年（
当
時
） 

高
坂
実
由 

ス
マ
イ
ル
は
　
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
る 

　
お
ま
じ
な
い 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

尾
花
麻
衣 

６ 

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

兵
庫
県
大
会
最
優
秀
賞
受
賞
作
品 


